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　米国では、大学の学費高騰が社会問題化する中で、
著名大学の研究者による高度な内容の双方向オンライン
授業を世界中から誰でもが無料で受けられるものなど、
様 な々形態のオ プーン・オンライン授業が広がりつつある。
　スタンフォ ドー大学でコンピュー タサイエンスを教えて
いた Daphne Koller氏とAndrew Ng 氏は、ベンチャ ・ー
キャピタル 2 社から1,600万ドルの出資を受けて、大学
と提携して世界中に無料オンライン授業を提供するベン
チャ ・ーサービス「Coursera」（コ スーィラ）を立ち上げ、
2012 年 4月23日よりオンライン授業の提供を開始した1）。
　2012 年 7 月には、Coursera の提携大学は、プリン
ストン大学、スタンフォ ドー大学、ミシガン大学、ペ
ンシルバニア大学、カリフォルニア大学サンフランシス
コ校、イリノイ大学、カリフォルニア工科大学、ジョー
ジア工科大学、ヴァージニア大学、ジョーンズ・ホプ
キンス大学、デューク大学、ワシントン大学、ライス
大学、トロント大学、エジンバラ大学、スイス連邦工
科大学ローザンヌ校の16 大学に増え、各大学の研究
者による高度な内容の双方向オンライン授業を受ける
ことができる。2012 年 8 月末現在、16 分野の120 コー
スの授業を提供している。受講資格は、原則として
18 歳以上で、大学 1～2 年生程度の知識が要求され
るが、保護者の同意があれば 13 歳以上で受講が可
能である。7 月17 日時点の世界中の登録学生数は約
68 万人で、受講延べ人数は、150 万人に達した。
　ひとつの授業の受講期間は、4 週間ないし12 週間
程度である。授業は 1 週ごとに、講義ビデオ・宿題・
小テストがあり、小テストは直ちに採点されて戻ってく
る。授業途中の質問など双方向のやりとりが可能なこ
と、実習や演習が重視されることなどにおいて、単に
ビデオを見るだけの従来のオンライン授業とは異なる。
全ての週の授業を受けた後に最終試験に合格すれば、
合格通知または正式な修了証明書が発行される。
　また、スタンフォード大学の教授で Google の自
動操縦自動車を作ったことでも知られる Sebastian 
Thrun 氏も、ベンチャ ・ーキャピタルの出資を受けて、
無料オンライン授業を提供するベンチャ ・ーサービス
「Udacity」を立ち上げた2）。これは、スタンフォード
大学で 2011 年に開講されていた無料のコンピュータ
科学のクラスから発展したものである。
　2012 年1月20日のサ ビース開始時には、「検索エンジ
ンの作成」と「ロボット自動車のプログラミング」の 2ク
ラスのみだったが、2012 年 8月末には 14クラスに増加し
た。最終試験に合格すれば、講師のサイン付きの修了証
明書を受け取れる。無料オンライン授業に加えて、有料
で様 な々テストが用意されており、技術認定も可能である。
　一方、マサチュー セッツ工科大学（MIT）も、オンラ
イン学習のプラットフォーム「MITx」を立ち上げ、2012
年春学期に、試験的に「Circuits and Electronics」の
オンライン授業を行った3）。試験期間にもかかわらず世
界 160 カ国の155,000 名が登録し、最終的に 7,157 名
が合格した。合格者の数は、過去 40 年間に MIT で
行った、この授業の単位取得者数に匹敵する。
　2012 年秋学期より、MIT にハ バー ドー大学とカリフォ
ルニア大学バークレー校が加わり、3 校共同でのオンラ
イン授業「edX」を開始した4）。9 月 5日から7 コ スーが
順次開始された。「edX」は、初年度の学生に補習授
業を提供し、学生の脱落を防止することを主な目的とし
ている。しかし、それ以外の目的でも、受講したい人
には世界中に無料で提供される。
　Udemy 社によって運営される一般参加型のオンライ
ン学習サイト「Udemy」5）も 2010 年 5 月にサービスを
開始した。すでに 6,000 以上の授業が行われ、延べ
生徒数は 20 万人以上に達した。「Udemy」では誰で
もが講師になれ、講師の希望によって有料か無料か
が決まる。現在では毎月 7 万人以上が受講している。
　以上のように、良質の高等教育が世界中で受けられ
るオ プーン・オンライン授業が米国から発信され始め、
今後どのような効果をもたらすのか注目される。
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